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WELFARE  INFORMATIONとよた

＊活動資金へのご協力は任意であり、強制ではありません。
＊領収書により、税制上の優遇措置が受けられます。
＊会員は単年ごとの募集で、毎年お願いしています。
＊会員の方を対象に、特定の活動等をお願いすることは一切ありません。

　日本赤十字社豊田市地区では、毎年５月の赤十字運動月間を中心に、自治区長さん、組長さんな
どのご協力により、会員としてのご協力と活動資金のご寄付をお願いしています。
　お預かりした活動資金は、豊田市地区から愛知県支部に送金し、自然災害などにおける災害救護
活動や国際救援活動をはじめ、地域での赤十字活動など様々な人道的活動に大切に使わせていただ
きます。ぜひご協力をお願いします。

赤十字の活動資金にご協力をお願いします

日本赤十字社 愛知県支部
豊田市地区(豊田市社会福祉協議会内)

（052）971-1591
34-1131

赤十字の活動資金にご協力をお願いします

●赤十字の活動
＊ｔ－ＦＡＣＥ ９階の「豊田献血ルーム」の運営などの血液事業
＊日赤豊田看護大学や専門学校での看護師の養成
＊各小中高等学校などのＪＲＣ（青少年赤十字）の活動支援
＊「豊田市赤十字奉仕団」など、赤十字ボランティアの活動支援
＊火災などの被災者への救援物資（毛布や見舞金品等）の配布
＊救急法・幼児安全法など講習会の開催
＊「名古屋第一赤十字病院」「名古屋第二赤十字病院」など、赤十字病院の運営
＊地震や豪雨など、国内の災害現場での救護活動・医療活動
＊中東人道支援など、自然災害や海外の紛争への国際救援活動　など

●上記のような赤十字の活動の趣旨にご賛同
　いただける方へ
赤十字会費にご協力いただける場合には２つの方法があります。

九州北部豪雨時の災害救護活動 ©日本赤十字社

会　員

※ただし、会員としてご協力いただく場合は、赤十字会員加入
申込書（封筒）に、お名前とご住所のご記入をお願いします。

愛知県生命保険協会様より福祉巡回軽自動車愛知県生命保険協会様より福祉巡回軽自動車愛知県生命保険協会様より福祉巡回軽自動車

「ふれあい号」「ふれあい号」「ふれあい号」が寄贈されましたが寄贈されましたが寄贈されました

　愛知県生命保険協会より福祉巡回軽自動車「ふれあい号」１台が本会へ寄贈されました。
　福祉巡回車の寄贈は、生命保険協会内の会員の皆さまによる募金活動により、県下市町村社会福祉協議会等へ
福祉巡回用として軽自動車が寄贈されるもので、平成３年から毎年行っている取り組みです。
　本会に寄贈いただいた福祉巡回軽自動車は、福祉相談業務等に活用させていただきます。

＜豊田市社会福祉協議会連絡先一覧＞
●総務課（豊田市福祉センター）
●地域福祉課
●相談支援課
●健康と福祉の相談窓口（高岡）
●豊田市成年後見支援センター

34－1131
31－1294
34－1132
85－7720
63－5566

●稲武支所
●小原支所
●下山支所
●藤岡支所

82－2068
65－3350
90－4005
76－3606

（平成30年1月5日～平成30年2月28日受付分）順不同、敬称略。掲載名は寄付者の意向に準拠
≪市社会福祉協議会への寄付≫
パインズゴルフクラブ小原地域感謝祭、藤岡地区老人クラブ連合会、北辰神桜流桜豊会、豊田市教職員自主研究グループ
（音楽）、豊南地区コミュニティ会議文化広報部会、美里ロビー朝市の会、簗瀬国男、豊田工業高等専門学校吹奏楽部、豊田市
立井郷中学校、日本発条労働組合、フリーマーケットの紙ふうせん、ハンドメイド雑貨のe-マルシェ、トヨタ自動車労働組合、
第一生命労働組合豊田支部、豊田法人会女性部会、豊田柴田工業松田一雄、岡本修司、豊田市高年大学10期生匿名、西町二区
二組、丸和電子化学黄レンジャーサークル、勝田好和、清次の会、法雲寺
※この他にも匿名で多くのご寄付をいただきました。

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました

（平成30年1月5日～平成30年2月28日受付分）順不同、敬称略。掲載名及び送金先は、寄付者の意向に準拠
≪東日本大震災、熊本地震災害、九州北部豪雨災害、台風21号災害義援金≫
若林地区ふれあいまつり日本空手道不動会、豊田市立井郷中学校、小坂洋子、社協各支所義援金箱
※この他にも匿名で多くの義援金をいただきました。

義援金へのご協力ありがとうございました義援金へのご協力ありがとうございました

東日本大震災および熊本地震災害義援金の受付期間は平成31年3月31日（日）まで

詳細については、日本赤十字社及び本会総務課までお問合せください。日本赤十字社のホームページなどにも最新の情報が
掲載されていますのでご活用ください。

小・中・特別支援学校の児童生徒がお年玉を募金小・中・特別支援学校の児童生徒がお年玉を募金

平成30年2月6日 目録の贈呈
〈豊田市青少年赤十字指導者協議会

橋本哲生会長（左）より〉

1,335,541円○募金総額○募金総額

　豊田市立小・中・特別支援学校青少年赤十字（全校加盟）により「正月のおこづか
いから、困っている人を救おう」をテーマに、「アジア国々への教育支援・東日本大震
災および熊本地震で被害に遭われた方々への義援金支援」の２つの目的で募金活動
が実施されました。

この募金は、日本赤十字社豊田市地区より愛知県支部を通じ、
それぞれの目的宛に送金されます。

63－5279
27－2200
34－2940
68－3890
62－1857

●基幹包括支援センター
●豊寿園
●障がい者総合福祉会館
●旭支所
●足助支所

年額 2,000円以上（※）

協力会員

一般的な寄付金としてご協力いただく方法です。
寄付金（金額の定めなし）

平成30年２月７日「福祉巡回車」寄贈式

思いやり　いつでもどこでも　誰にでも
４ 平成30年5月 ※とよた社協だよりの発行には社協会費・共同募金配分金が使われています。



　昨年度に引き続き、第2回目となる「住民のための地域福祉活動実
践セミナー」を平成30年1月20日（土）に開催しました。
　第1部では、「第1次豊田市地域福祉計画・地域福祉活動計画の中
間報告」を行いました。
　第2部では、「地域の実践活動事例紹介」を行いました。
　①小坂自治区は、“「支え合いシート」を活用しての住民相互のつな
がりづくり”をテーマに、小坂自治区で起きた“ある夏の日の衝撃”
を基に、組での繋がりの大切さの事例紹介。
　②青木台自治区から“子ども育成（づくり）はまちづくり”をテーマ

に、世代を超えたふれあいの取り組み、地域の子どもは、地域で育てる事例紹介。
　以上の紹介の後に、それぞれの活動のポイントを掘り下げていくシンポジウムを行いました。
　今後、地域福祉を推進していくためには、「福祉＝自分ごと」として捉えていく必要があります。今後も地域
福祉の推進に向けた、地域の取り組みを応援していきたいと考えています。

住民のための地域福祉活動実践セミナーを開催しました住民のための地域福祉活動実践セミナーを開催しました 福祉教育が変わります！福祉教育が変わります！

●生活困窮者を中心にした個別支援(人数)

●関係機関や地域のみなさんとの取り組み

●支援の具体例

・レシートから1月単位の支出額を見える
化し、無理なく支出を削る方法について
相談者と検討、対応をしています。

・障がい相談支援ワーカーと連携し、相
談者の意向を確認しながら生活の見直
しを行っています。

・支援関係者と相談者とで生活を考え、
役割分担で本人の支援を行っています。

　その他にも、障がい者雇用理解セミナー開催、各中学校区コミュニティ福祉委員会活動支援、ボランティ
ア相談、地域包括支援センター・ケアマネジャー・障がい相談支援事業所等情報交換会開催、民生委員児童
委員協議会地区勉強会への参加などを行っています。

竜神 若林 前林 若園

（高岡コミュニティセンター内）では、個人の生活相談や
関係機関・地域の皆さんと支え合いのまちづくりの取り組みを進めています
「健康と福祉の相談窓口」「健康と福祉の相談窓口」「健康と福祉の相談窓口」

実人数 延べ回数

平成29年7月

8月

9月

10月

11月

12月

平成30年1月

2月

10
51

63

68
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17
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18

障がいがあっても強み
を活かして地域参加
する「ミライシニア」
プロジェクト。

お助け隊立上げ準備。
他地区への訪問で状
況を知り、話し合いを
進めています。

福祉委員会により、区
長、民生・児童委員と
高齢者や障がい者へ
の配食サービス体験会。

交流館、福祉事業所、
地域包括支援セン
ター等地域を支える
メンバーで話し合い。

〇生活支援センターひかりの丘

〇むもん生活支援センター

〇生活支援センター フリーステーションとよた

〇相談支援ON

〇相談支援 オンリーワン

〇視覚障害者センターつえの里

〇障害者福祉施設 ハートランド豊田の杜

〇障がい者相談支援福祉センター

〇障がい者相談支援足助まめだ館

〇障がい者相談支援藤岡ふじのさと

24－2944

45－7886

31－1117

34－0738

28－0590

31－3473

51－1211

33－2346

61－1115

76－3608

宝町

高町

錦町

長興寺

柿本町

横山町

中根町

錦町

足助町

藤岡飯野町

24－2940

45－7883

34－3379

34－0737

28－0567

31－3381

51－2327

32－4341

62－1857

76－3606

事業所名 電話 FAX 所在地

※営業日・時間等の詳細は各事業所にお尋ねください

　『障がい者相談窓口（障がい者委託相談支援事業）』は、地域に暮らす障がい児・者やそのご家族等の相
談窓口です。
　障がい児・者の福祉に関する各種相談や、障がい福祉サービスの利用等に関する支援を行います。また、地
域や関係機関と連携を図り、障がいのある方が地域で安心して生活するサポートを行います。

『障がい者相談窓口』～障がい者委託相談支援事業～～障がい者委託相談支援事業～

【学校向けの福祉教育の推進】
　本会では、主に小・中・高等学
校を対象に「障がいを理解する
ための実践教室」を年間で約
110回実施し、福祉教育を推進
しています。障がいのある方等
から話を伺い、車いすや点字、手
話などを体験することで、さま
ざまな方が暮らす地域社会の中
で「ともに生きる」ことを理解してもらう機会として実施しています。
　平成30年度は、障がいのある方とのふれあい等にさらに重きを置いて、体験だけでなく講話やレクリ
エーションを取り入れ、より良い理解を促す事業に変わります。

【地域住民への福祉教育の推進】
　近年、住み慣れた地域で暮らし続けていくために、地域での支え合い活動が見直されています。地域の
問題を「我が事」として捉え、地域全体で「丸ごと」支え合うことを促すため、地域に暮らす方々と“自らの
地域”について考えていく機会を設けます。

実践教室の様子

２ 平成30年5月 ３平成30年5月
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　近年、住み慣れた地域で暮らし続けていくために、地域での支え合い活動が見直されています。地域の
問題を「我が事」として捉え、地域全体で「丸ごと」支え合うことを促すため、地域に暮らす方々と“自らの
地域”について考えていく機会を設けます。

実践教室の様子

２ 平成30年5月 ３平成30年5月
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社協だより社協だより
第162号

社会福祉法人

豊田市社会福祉協議会
〒471－0877
愛知県豊田市錦町1－1－1
TEL（0565）34－1131
http://toyota-shakyo.jp/

WELFARE  INFORMATIONとよた

＊活動資金へのご協力は任意であり、強制ではありません。
＊領収書により、税制上の優遇措置が受けられます。
＊会員は単年ごとの募集で、毎年お願いしています。
＊会員の方を対象に、特定の活動等をお願いすることは一切ありません。

　日本赤十字社豊田市地区では、毎年５月の赤十字運動月間を中心に、自治区長さん、組長さんな
どのご協力により、会員としてのご協力と活動資金のご寄付をお願いしています。
　お預かりした活動資金は、豊田市地区から愛知県支部に送金し、自然災害などにおける災害救護
活動や国際救援活動をはじめ、地域での赤十字活動など様々な人道的活動に大切に使わせていただ
きます。ぜひご協力をお願いします。

赤十字の活動資金にご協力をお願いします

日本赤十字社 愛知県支部
豊田市地区(豊田市社会福祉協議会内)

（052）971-1591
34-1131

赤十字の活動資金にご協力をお願いします

●赤十字の活動
＊ｔ－ＦＡＣＥ ９階の「豊田献血ルーム」の運営などの血液事業
＊日赤豊田看護大学や専門学校での看護師の養成
＊各小中高等学校などのＪＲＣ（青少年赤十字）の活動支援
＊「豊田市赤十字奉仕団」など、赤十字ボランティアの活動支援
＊火災などの被災者への救援物資（毛布や見舞金品等）の配布
＊救急法・幼児安全法など講習会の開催
＊「名古屋第一赤十字病院」「名古屋第二赤十字病院」など、赤十字病院の運営
＊地震や豪雨など、国内の災害現場での救護活動・医療活動
＊中東人道支援など、自然災害や海外の紛争への国際救援活動　など

●上記のような赤十字の活動の趣旨にご賛同
　いただける方へ
赤十字会費にご協力いただける場合には２つの方法があります。

九州北部豪雨時の災害救護活動 ©日本赤十字社

会　員

※ただし、会員としてご協力いただく場合は、赤十字会員加入
申込書（封筒）に、お名前とご住所のご記入をお願いします。

愛知県生命保険協会様より福祉巡回軽自動車愛知県生命保険協会様より福祉巡回軽自動車愛知県生命保険協会様より福祉巡回軽自動車

「ふれあい号」「ふれあい号」「ふれあい号」が寄贈されましたが寄贈されましたが寄贈されました

　愛知県生命保険協会より福祉巡回軽自動車「ふれあい号」１台が本会へ寄贈されました。
　福祉巡回車の寄贈は、生命保険協会内の会員の皆さまによる募金活動により、県下市町村社会福祉協議会等へ
福祉巡回用として軽自動車が寄贈されるもので、平成３年から毎年行っている取り組みです。
　本会に寄贈いただいた福祉巡回軽自動車は、福祉相談業務等に活用させていただきます。

＜豊田市社会福祉協議会連絡先一覧＞
●総務課（豊田市福祉センター）
●地域福祉課
●相談支援課
●健康と福祉の相談窓口（高岡）
●豊田市成年後見支援センター

34－1131
31－1294
34－1132
85－7720
63－5566

●稲武支所
●小原支所
●下山支所
●藤岡支所

82－2068
65－3350
90－4005
76－3606

（平成30年1月5日～平成30年2月28日受付分）順不同、敬称略。掲載名は寄付者の意向に準拠
≪市社会福祉協議会への寄付≫
パインズゴルフクラブ小原地域感謝祭、藤岡地区老人クラブ連合会、北辰神桜流桜豊会、豊田市教職員自主研究グループ
（音楽）、豊南地区コミュニティ会議文化広報部会、美里ロビー朝市の会、簗瀬国男、豊田工業高等専門学校吹奏楽部、豊田市
立井郷中学校、日本発条労働組合、フリーマーケットの紙ふうせん、ハンドメイド雑貨のe-マルシェ、トヨタ自動車労働組合、
第一生命労働組合豊田支部、豊田法人会女性部会、豊田柴田工業松田一雄、岡本修司、豊田市高年大学10期生匿名、西町二区
二組、丸和電子化学黄レンジャーサークル、勝田好和、清次の会、法雲寺
※この他にも匿名で多くのご寄付をいただきました。

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました

（平成30年1月5日～平成30年2月28日受付分）順不同、敬称略。掲載名及び送金先は、寄付者の意向に準拠
≪東日本大震災、熊本地震災害、九州北部豪雨災害、台風21号災害義援金≫
若林地区ふれあいまつり日本空手道不動会、豊田市立井郷中学校、小坂洋子、社協各支所義援金箱
※この他にも匿名で多くの義援金をいただきました。

義援金へのご協力ありがとうございました義援金へのご協力ありがとうございました

東日本大震災および熊本地震災害義援金の受付期間は平成31年3月31日（日）まで

詳細については、日本赤十字社及び本会総務課までお問合せください。日本赤十字社のホームページなどにも最新の情報が
掲載されていますのでご活用ください。

小・中・特別支援学校の児童生徒がお年玉を募金小・中・特別支援学校の児童生徒がお年玉を募金

平成30年2月6日 目録の贈呈
〈豊田市青少年赤十字指導者協議会

橋本哲生会長（左）より〉

1,335,541円○募金総額○募金総額

　豊田市立小・中・特別支援学校青少年赤十字（全校加盟）により「正月のおこづか
いから、困っている人を救おう」をテーマに、「アジア国々への教育支援・東日本大震
災および熊本地震で被害に遭われた方々への義援金支援」の２つの目的で募金活動
が実施されました。

この募金は、日本赤十字社豊田市地区より愛知県支部を通じ、
それぞれの目的宛に送金されます。

63－5279
27－2200
34－2940
68－3890
62－1857

●基幹包括支援センター
●豊寿園
●障がい者総合福祉会館
●旭支所
●足助支所

年額 2,000円以上（※）

協力会員

一般的な寄付金としてご協力いただく方法です。
寄付金（金額の定めなし）

平成30年２月７日「福祉巡回車」寄贈式

思いやり　いつでもどこでも　誰にでも
４ 平成30年5月 ※とよた社協だよりの発行には社協会費・共同募金配分金が使われています。


